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監査役の基礎トレーニング（全４講）講師プロフィール 

 

第１講：監査役等の職務と責任 ～企業統治における位置づけを踏まえて～ 

＜講師＞ 

高田晴仁 慶應義塾大学教授 

＜講師略歴＞ 

2011 年～慶應義塾大学大学院法務研究科（法科大学院）教授、2023 年～慶應義塾大学大学院法務研究科（法科

大学院）委員長 

2013 年～2021 年デンヨー社外取締役 

著書として、『有価証券法と民法の交錯』（成文堂、2021 年）、『商法の源流と解釈』（日本評論社、2021 年）、『監

査役の誕生』（国元書房、2022 年）等 

 

第２講：監査役等に求められる行動と視点 ～監査の有効性を高めるために～ 

＜講師＞ 

田中秀樹 東海大学教授・弁護士（島田法律事務所） 

＜講師略歴＞ 

1993 年日本興業銀行（現みずほフィナンシャルグループ）入行、みずほコーポレート銀行証券部、同監査役室、

同法務部、みずほ銀行（中国）有限公司中国法務・コンプライアンス部、みずほ証券法務部、同監査等委員会室

等を歴任、2023 年～東海大学法学部法律学科教授。2024 年 11 月弁護士登録、島田法律事務所入所。 

研究業績として、「2023 年中国会社法改正について—会社の機関に関する項目を中心に—」、「監査役制度のあり

方—中国・台湾の監査役制度との比較を中心に—」、「経営危機時における取締役の債権者に対する責任について」

等 

 

第３講：内部統制システム及び取締役の不正行為等に関する監視・検証 

＜講師＞ 

松山 遙 弁護士（日比谷パーク法律事務所） 

＜講師略歴 

1995 年裁判官任官、2000 年弁護士登録（日比谷パーク法律事務所）、2002 年日比谷パーク法律事務所パートナ

ー就任 

2013 年～2022 年 T&D ホールディングス社外取締役、2014 年～2021 年三菱 UFJ フィナンシャル・グループ社

外取締役、2014 年～2022 年三井物産社外監査役、2015 年～2022 年レスターホールディングス社外取締役、2023

年～AGC 社外監査役、2023 年～東京海上ホールディングス社外取締役、2023 年～三菱電機社外取締役 

 

第４講：計算書類等及び事業報告等に関する監視・検証 

＜講師＞ 

河江健史 公認会計士（河江健史会計事務所） 

＜講師略歴＞ 

2002 年東京北斗監査法人（現仰星監査法人）入所、2006 年公認会計士登録、2007 年～河江健史会計事務所代表、

2009 年～2012 年証券取引等監視委員会課徴金・開示検査課（現開示検査課）証券調査官、2016 年～FYI 代表取
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締役、2021 年～センクサス監査法人代表社員 

2016 年～リビングプラットフォーム社外取締役、2017 年～シュバイツェル・インベストメント監査役、2022 年

～2024 年サイバーステップ社外取締役 

 

特別講演Ⅰ：いま監査役に伝えたいこと 

＜講師＞ 

弥永真生明治大学教授 

＜講師略歴＞ 

2002 年～2021 年筑波大学大学院ビジネス科学研究科教授、2021 年～明治大学専門職大学院会計専門職研究科

教授。新司法試験委員、公認会計士試験委員を歴任 

著著として、『リーガルマインド会社法〔第 15 版〕』（有斐閣、2021 年）、『リーガルマインド手形法・小切手法』

（有斐閣、2018 年）、『リーガルマインド商法総則・商行為法』（有斐閣、2019 年）、『法律学習マニュアル〔第４

版〕』（有斐閣、2016 年）、『コンメンタール会社法施行規則・電子公告規則〔第３版〕』（商事法務、2021 年）、『コ

ンメンタール会社計算規則・商法施行規則〔第４版〕』（商事法務、2022 年）等 

 

特別講演Ⅱ：内部通報と監査役 

＜講師＞ 

山口利昭 弁護士（山口利昭法律事務所） 

＜講師略歴＞ 

1990 年 3 月弁護士登録（大阪弁護士会所属）。主たる業務はコーポレートガバナンス・内部統制構築支 

援、企業の危機対応支援、不正調査等。近時は上場企業の不祥事発生時に設置される第三者委員会の委員 

長を多数務める。その他、財務省コンプライアンス推進会議アドバイザー、金融庁企業会計審議会内部統 

制部会委員等に就任。 


